
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
酒
や
め
た

健
康
診
断

終
わ
る
ま
で
）
（
連
れ
添
っ
た

犬
も
や
っ
ぱ
り

高
齢
者)

 

（
怒
る
な
よ
「
怒
っ
て
な
い
」
と

怒
る
妻
）
（
子
も
大
変

テ
ニ
ス
・
ス
ケ
ー
ト

増
え
た
塾
）

方
の
見
直
し
！｣

と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
説
明
し

た
。
ま
た
、
具
体
的
な
賃

上
げ
要
求
水
準
と
し
て
、

定
期
昇
給
相
当
分
を
含
め

て
４
％
程
度
と
す
る
こ

と
。
雇
用
形
態
間
格
差
の

是
正
、
男
女
間
賃
金
格
差

の
是
正
を
求
め
る
点
や

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
徹
底
の
取

り
組
み
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
等
の
取
り

組
み
を
説
明
し
た
。

次
に
、
働
き
方
改
革
関

連
法
と
労
働
組
合
の
取
り

組
み
と
し
て
、
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
、
年
次
有

給
休
暇
の
時
季
指
定
義

務
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
、
参
加
者
全
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を
受
け
た
。

先
ず
連
合
新
潟

19

春

季
生
活
闘
争
方
針
説
明
で

は
、｢

実

質

賃

金

が

上

が
っ
て
い
な
い｣

｢

格
差
是

正
が
さ
れ
て
い
な
い｣

こ

と
か
ら｢

今
こ
そ
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
！
す
べ
て
の
労

働
者
の
処
遇
改
善
と
働
き

連
合
中
越
地
協
第
86
回

地
協
委
員
会
が
、
２
月
５

日(

火)

に
開
か
れ
た
。

18
時
か
ら
は
、
桑
原
連

合
新
潟
副
事
務
局
長
か
ら

連
合
新
潟

19
春
季
生
活

闘
争
方
針
と
働
き
方
改
革

関
連
法
と
労
働
組
合
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
説
明

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

と
。
各
地
域
に
お
け
る
総

決
起
集
会
や
中
小
共
闘
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
地
域
の

春
季
生
活
闘
争
の
構
築
を

図
り
、
県
・
経
営
者
団
体

等
へ
の
要
請
や
申
し
入

れ
、
街
頭
宣
伝
活
動
、
記

者
説
明
会
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
中
小
・
地
場
総

決
起
集
会
を
３
月

23
日

(

土)

午
後
４
時
か
ら
Ｎ
Ｃ

ホ
ー
ル(

長
岡
市)

で
開
催

し
、
前
段
の
午
後
１
時

30

分
か
ら
は
、｢

地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム｣

を
同
会
場

で
行
う
報
告
が
あ
っ
た
。

関
係
と
し
て
、
要
求
書
提

出
に
あ
た
っ
て
は｢

人
的

投
資
の
促
進｣｢

デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現｣

｢

包
摂
的
な
社
会
構
築｣

｢

経
済
の
自
律
的
成
長｣

を

め
ざ
し
、
す
べ
て
の
組
合

が｢

底
上
げ
・
底
支
え｣

｢

格
差
是
正｣

実
現
の
た

め
、｢

月
例
賃
金
の
引
上

げ｣

を
要
求
す
る
と
と
も

に
、｢

全
て
の
労
働
者
の

立
場
に
た
っ
た
働
き
方｣

の
見
直
し
、
長
時
間
労
働

の
是
正
や
雇
用
安
定
と
公

正
な
労
働
条
件
を
確
保
す

る
内
容
を
盛
り
込
む
こ

連
合
新
潟
第
２
回
労
働

条
件
委
員
会
が
、
２
月
４

日(

月)

午
後
１
時
か
ら
勤

労
福
祉
会
館(

新
潟
市)

で

開
か
れ
、
羽
賀
副
議
長
が

代
理
出
席
し
た
。

委
員
会
で
は
、
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
関
係
、
２
０
１
９

春
季
生
活
闘
争
に
関
連
し

た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
８
構
成
組
織
か
ら
の
報

告
を
確
認
共
有
し
た
。

次
に
審
議
事
項
で
は
、

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

れ
た
。
続
い
て
構
成
組
織

か
ら
大
崎
さ
ん(

全
水
道

長
岡
水
道
労
組)

が
、
水

道
法
改
正
に
関
連
し
て
報

告
。
岡
村
さ
ん(

Ｊ
Ａ
Ｍ

新
潟
津
上
労
組)

が
、
組

織
構
成
や
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
を
報
告
し
全
体
で

共
有
し
た
。

ま
た
審
議
予
定
事
項
で

は
、
役
員
推
薦
委
員
会
の

設
置
と
構
成
。
春
季
生
活

闘
争
に
関
わ
る
部
門
連
絡

会
と
決
起
集
会
。
第

90

回
メ
ー
デ
ー
大
会
や
ユ
ニ

オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー(

２
月

27
日)

等
を

決
定
し
た
。
最
後
に
矢
島

議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
春
季
生
活
闘
争
に
臨
む

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

終
了
後
第
４
回
幹
事
会

が
開
か
れ
、
当
面
の
活
動

等
を
決
定
し
た
。

体
で
共
有
し
た
。

第

86

回
地
協
委
員
会

に
あ
た
り
矢
島
議
長
は
、

春
季
生
活
闘
争
と
地
方
選

挙
に
関
連
し
、｢

雇
用
確

保
・
労
使
協
議
・
成
果
の

公
正
配
分
と
い
う
『
生
産

性
三
原
則
』
を
閣
議
決
定

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
毎
年
史
上
最
大
の
内

部
留
保
に
は
忸
怩
た
る
思

い
が
す
る
。
労
組
に
は
、

賃
上
げ
も
働
き
方
や
労
務

管
理
等
も
最
低
限
以
上
の

も
の
を
実
現
す
る
使
命
が

あ
る
。
春
季
生
活
闘
争
と

地
方
選
挙
に
向
け
、
労
働

者
の
思
い
や
産
業
政
策
を

実
現
す
る
た
め
、
労
組
の

社
会
的
責
任
を
肝
に
銘
じ

て
取
り
組
も
う｣

等
と
述

べ
た
。

委
員
会
報
告
事
項
で

は
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

枠
幹
事
が
、
萩
野
幹
事

(

前
任
加
藤
幹
事)

に
交

代
。
昨
年
９
月
以
降
の
主

な
活
動
と
専
門
部
担
当
者

会
議
、
長
岡
市
へ
の
要
望

に
対
す
る
回
答
や
政
治
関

係
等
を
報
告
し
、
承
認
さ

連
合
中
越
第
86
回
地
協
委
員
会

連
合
新
潟
19
春
季
生
活
闘
争
方
針
・
改
正
労
働
基
準
法
の
説
明
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児
童
虐
待
問
題
な
ど
で
「
正

義
感
」
を
自
己
満
足
さ
せ
る
だ

け
の
報
道
を
見
る
と
、
問
題
の

解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ

う
な
と
感
じ
ま
す
▼
小
田
原
市

｢

生
活
保
護
ジ
ャ
ン
パ
ー
問
題｣

が
一
昨
年
あ
り
ま
し
た
。
市
の

職
員
が｢

保
護
な
め
ん
な｣

｢

不
正

受
給
は
ク
ズ｣

と
ロ
ー
マ
字
な
ど

で
書
い
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

て
、
生
活
保
護
利
用
者
宅
を
十

年
近
く
に
わ
た
っ
て
訪
問
し
続

け
た
と
い
う
事
件
で
す
。
当
然

マ
ス
コ
ミ
は
市
の
対
応
を
た
た

き
ま
し
た
が
、
市
は
型
ど
お
り

の
謝
罪
だ
け
で
済
ま
せ
る
こ
と

な
く
、
原
因
究
明
と
問
題
解
決

を
め
ざ
す
検
討
会
議
を
生
活
保

護
受
給
経
験
者
も
加
え
て
立
ち

上
げ
ま
し
た(

座
長
は
井
出
英
策

慶
応
大
教
授)

▼
こ
の
中
で
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
社
会
の
分
断

線
で
す
。
07
年
に
生
活
保
護
を

打
ち
切
ら
れ
た
元
受
給
者
に
職

員
が
刺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
の

市
の
対
応
は
現
場
任
せ
で
職
員

は
自
己
防
衛
に
動
く
し
か
な

か
っ
た
、
そ
の
結
果
が
被
害
者

が
加
害
者
と
な
る
ジ
ャ
ン
パ
ー

だ
っ
た
の
で
す
▼
も
う
一
つ
の

被
害
者
が
生
活
困
窮
者
で
す
。

厚
労
省
の
16
年
の
資
料
を
も
と

に
推
計
す
る
と
不
正
受
給
の
世

帯
数
は
全
体
の
２
.7
％
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
受

給
者
は
正
し
く
権
利
を
行
使
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
の

職
員
が
不
正
受
給
の
レ
ッ
テ
ル

張
り
を
す
る
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

て
差
別
を
助
長
し
て
き
た
の
で

す
。
さ
ら
に
生
活
困
窮
者
に
生

活
保
護
を
申
請
さ
せ
な
い
水
際

作
戦
も
横
行
し
て
い
ま
し
た
▼

検
討
会
議
で
は
こ
う
し
た
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
粘
り
強
い
話

し
合
い
で
解
決
し
、
市
の
職
員

も
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
が
で

き
、
市
民
も
安
心
し
て
相
談
で

き
る
体
制
へ
と
変
え
て
い
っ
た

の
で
す
。
連
合
の
春
闘
方
針
に

｢

包
摂
的
な
社
会
の
実
現｣

が
あ

り
ま
す
。
こ
の
実
現
に
は
社
会

の
分
断
線
を
埋
め
る
建
設
的
な

議
論
と
取
組
の
積
み
重
ね
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

副議長

横澤勝之≪№307≫

 東蔵王２

連
合
新
潟

労
働
条
件
委
員
会
開
催
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
い
つ
や
る
の

言
わ
れ
つ
づ
け
て

胃
潰
瘍
）
（
色
紙
で

孫
か
ら
も
ら
う

五
千
万
）
（
「
や
せ
な
く
ち
ゃ
」
思
っ
た
と
た
ん

腹
が
す
く
）
（
教
育
費

か
け
て
夢
見
る

倍
返
し)
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連合中越加盟単組紹介
― 政労連・雇用支援機構労組新潟支部―

67

雇用支援機構労組一年間の活動を紹介致します。

２月『定期大会』の開催。３月、年間行事等の確認を

行う『執行委員会』の開催。５月『メーデー』への参

加。１０月、全国の新規採用職員が横浜に集結する『新

規組合員学習会』。１１月、北陸地区に配属された若手

事務職員が金沢に集い、情報交換を行う『北陸地区組合

員交流会「事務職ネットワーク・オフミーティン

グ」』。

雇用支援機構労組は全国組織でありますが、組合活動

に参加することで、全国の職員と交流し、情報交換を行

う場となっております。

(メーデー)


